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   重 要 事 項 調 査 議 員 団 ( 第 四 班 ) 報 告 書  

      団  長  参 議 院 議 員  矢 野  哲 朗  

          同      郡 司   彰  

          同      風 間   昶  

      同  行  委 員 部    小 渕   亮  

第 八 課 長  

 本 議 員 団 は 、 ス リ ラ ン カ 民 主 社 会 主 義 共 和 国 に

お け る 政 府 開 発 援 助 に 関 す る 実 情 調 査 及 び 政 治 経

済 事 情 等 視 察 の た め 、 平 成 十 九 年 八 月 二 十 二 日 か

ら 二 十 五 日 ま で の 四 日 間 、 同 国 を 訪 問 し た 。  

 日 程 は 、 次 の と お り で あ る 。  

 八 月 二 十 二 日 （ 水 ）  

  東 京 発 （ タ イ 経 由  機 中 泊 ）  

 八 月 二 十 三 日 （ 木 ）  

  コ ロ ン ボ 着  

  ・ マ ラ ダ ー ナ 短 期 工 科 大 学 視 察  

  ・ 国 際 協 力 機 構 （ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ ） 派 遣 専 門 家 及 び

青 年 海 外 協 力 隊 （ Ｊ Ｏ Ｃ Ｖ ） 代 表 と の 懇 談  

  ・ デ ・ シ ル バ 保 健 大 臣 と の 会 談  

・ ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 と の 会 談  

  ・ ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 と の 会 談  

  ・ テ ン ナ コ ー ン 地 方 政 府 ・ 州 評 議 会 大 臣 と の

会 談  

  ・ プ レ マ ジ ャ ヤ ン タ 教 育 大 臣 と の 会 談  

  ・ 在 ス リ ラ ン カ 邦 人 代 表 等 と の 懇 談  

・ ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 と の 会 談  

  ・ 同 大 統 領 主 催 懇 談 夕 食 会  

 八 月 二 十 四 日 （ 金 ）  

  ・ モ ラ ゴ ダ 観 光 大 臣 と の 会 談  

  ・ 国 立 血 液 銀 行 視 察  

・ コ ロ ン ボ 国 際 空 港 改 善 事 業 の 概 況 説 明 聴 取  

  コ ロ ン ボ 発 （ シ ン ガ ポ ー ル 経 由  機 中 泊 ）  

 八 月 二 十 五 日 （ 土 ）  

  東 京 着  

 

一  始 め に  

 

 本 院 は 、 参 議 院 改 革 協 議 会 の 提 言 を 受 け て 、 平

成 十 六 年 度 以 降 、 従 来 の 議 会 間 交 流 、 重 要 事 項 調

査 等 に 加 え 、 決 算 重 視 の 観 点 か ら Ｏ Ｄ Ａ 予 算 の 効



 2 

率 的 運 用 に 資 す る た め 、 新 た に Ｏ Ｄ Ａ に 関 す る 専

門 の 調 査 団 を 派 遣 し て き た と こ ろ で あ る 。  

 こ れ ら に 加 え て 、 平 成 十 八 年 一 月 召 集 の 第 百 六

十 四 回 国 会 （ 常 会 ） に お い て 、 政 府 開 発 援 助 等 に

関 す る 特 別 委 員 会 （ 以 下 、「 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 」 と

い う 。） が 設 置 さ れ た 。  

 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 は 、 対 政 府 質 疑 及 び 有 識 者 と

の 質 疑 を 行 う だ け で な く 、 Ｏ Ｄ Ａ 調 査 派 遣 団 の 参

加 議 員 か ら 意 見 を 聴 取 し 、自 由 質 疑 を 行 い 、ま た 、

訪 日 し た 外 国 要 人 と の 意 見 交 換 を 積 極 的 に 行 っ て

い る 。  

 今 回 の ス リ ラ ン カ 民 主 社 会 主 義 共 和 国 へ の 派 遣

は 、 こ う し た 本 院 の Ｏ Ｄ Ａ に 関 す る 取 組 を 踏 ま え

た も の で あ る 。 同 国 に 対 す る 各 国 Ｏ Ｄ Ａ の う ち 、

我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ が 第 一 位 を 占 め る が 、 そ の 運 用 が

円 滑 か つ 効 率 的 な も の と な っ て い る か を 、 ま た 、

同 国 の 和 平 構 築 に ど の よ う に 寄 与 し て い る か を 調

査 す る こ と と し 、 政 府 首 脳 と の 会 談 を 通 じ て 、 訪

問 国 の 現 状 ・ 要 望 等 を 政 治 レ ベ ル で 把 握 し 、 本 院

に お け る 今 後 の 取 組 の 参 考 に 資 す る た め に 実 施 さ

れ た も の で あ る 。  

 議 員 団 は 、 今 回 の 派 遣 が 成 果 の 大 き な も の と な

る よ う 出 発 に 先 立 ち 、 ま ず ス リ ラ ン カ に 関 す る 現

状 及 び 歴 史 等 に つ い て 外 務 省 担 当 者 か ら 説 明 を 聴

取 し 、 次 に Ｒ ・ ウ ヤ ン ゴ ダ 在 京 ス リ ラ ン カ 大 使 か

ら 直 接 、 同 国 の 現 状 と 課 題 に つ い て 意 見 交 換 を 行

う 機 会 を 得 た 。 こ れ ら に 加 え 、 現 地 に 着 い た 当 日

の 朝 、 荒 木 喜 代 志 大 使 ほ か 日 本 大 使 館 担 当 者 か ら

内 政 等 に 関 す る 最 新 の 状 況 に つ い て 説 明 を 聴 取 し 、

意 見 交 換 を 行 っ た 。  

さ ら に 帰 国 後 も ウ ヤ ン ゴ ダ 大 使 並 び に Ｓ ・ シ マ

サ ク ン 在 京 タ イ 大 使 に 対 し 、 今 回 の 派 遣 の 概 要 報

告 を 行 い 、 ス リ ラ ン カ 及 び タ イ を 巡 る 東 南 ア ジ ア

の 情 勢 に 関 す る 意 見 交 換 を 行 う 機 会 が 得 ら れ た 。  

な お 、 Ｍ ・ ラ ー ジ ャ パ ク サ ・ ス リ ラ ン カ 大 統 領 の

訪 日 が 実 現 し 、Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 は 昨 年 十 二 月 十 日 、

同 大 統 領 か ら 意 見 を 聴 取 し 、熱 心 な 意 見 交 換 を 行 っ

た 。  

以 下 、 ス リ ラ ン カ の 概 況 に 触 れ た 後 、 同 国 の 政

府 要 人 と の 会 談 及 び 視 察 先 で の 説 明 聴 取 の 概 要 を
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報 告 す る（ 諸 般 の デ ー タ は 派 遣 時 点 の も の で あ る ）。 

 

二  ス リ ラ ン カ の 概 況  

 

 （ 一 ） 内 政  

 ス リ ラ ン カ は 、 共 和 制 を 採 用 し 、 任 期 六 年 の 二

百 二 十 五 人 の 定 員 か ら な る 一 院 制 の 議 会 を 有 す る 。

選 挙 制 度 は 、 中 選 挙 区 比 例 代 表 制 で あ り 、 主 な 政

党 と し て は 、 連 立 与 党 （ 百 二 十 一 議 席 ） の 中 心 で

あ る ス リ ラ ン カ 自 由 党 （ Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ ・ 五 十 八 議 席 ）、

最 大 野 党 の 統 一 国 民 党 （ Ｕ Ｎ Ｐ ・ 四 十 三 議 席 ） の

ほ か 、民 族 主 義 政 党 で あ る 人 民 解 放 戦 線（ Ｊ Ｖ Ｐ ・

三 十 九 議 席 ） が あ る 。  

Ｍ ・ ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 は 与 党 Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ に 属

し 、 当 初 、 尐 数 与 党 と し て 政 権 を 担 っ て い た 。 二

〇 〇 六 年 十 月 に Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ と Ｕ Ｎ Ｐ の 政 策 合 意 が な

さ れ た 後 、 昨 年 一 月 、 政 策 合 意 の 具 体 的 な 協 力 が

進 ま な い こ と を 理 由 に Ｕ Ｎ Ｐ の 議 員 十 八 名 と ス リ

ラ ン カ ・ ム ス リ ム 会 議 （ Ｓ Ｌ Ｍ Ｃ ） の 議 員 六 名 が

政 府 側 に く ら 替 え し た 結 果 、 与 党 は 、 過 半 数 の 百

十 三 議 席 を 超 え る 議 席 を 確 保 す る 結 果 と な っ た 。  

 

 （ 二 ） 和 平 プ ロ セ ス  

 ス リ ラ ン カ は 、 国 内 の 民 族 紛 争 が 約 二 十 年 間 続

き 、 な か な か 終 わ ら な い と い う の が 実 情 で あ る 。

同 国 の 和 平 プ ロ セ ス に つ い て 概 観 し て み る と 、 一

九 四 八 年 の 独 立 後 、 シ ン ハ ラ 人 優 遇 策 に タ ミ ル 人

が 反 発 し た こ と か ら 国 内 に 紛 争 が 起 こ り 、 一 九 八

三 年 の 大 騒 擾 を 機 に 、 政 府 と 、 北 ・ 東 部 の 分 離 独

立 を 目 指 す タ ミ ル ・ イ ー ラ ム 解 放 の 虎 （ Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ ）

の 間 で 本 格 的 な 戦 闘 に 発 展 し た 。 こ の 民 族 紛 争 に

よ り こ れ ま で に 六 万 五 千 人 以 上 が 犠 牲 に な っ た と

伝 え ら れ て い る 。  

 外 国 に よ る 和 平 の 仲 介 は 、 隣 国 イ ン ド に よ る 仲

介 の 失 敗 を 経 て 、 第 三 国 の ノ ル ウ ェ ー が 二 〇 〇 〇

年 、 和 平 の 仲 介 を 開 始 し 、 二 〇 〇 二 年 二 月 に 、 ス

リ ラ ン カ 政 府 と Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ は 一 旦 停 戦 に 合 意 し た 。  

我 が 国 は 、 こ の 停 戦 合 意 を 受 け 、 明 石 康 元 国 連

事 務 次 長 を 「 ス リ ラ ン カ の 平 和 構 築 及 び 復 旧 ・ 復

興 に 関 す る 日 本 政 府 代 表 」 に 任 命 し 、 定 期 的 に ス
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リ ラ ン カ に 派 遣 し 、 二 〇 〇 三 年 三 月 、 箱 根 に お い

て 第 六 回 和 平 交 渉 を 開 催 し た 。 同 年 六 月 に は 「 ス

リ ラ ン カ 復 興 に 関 す る 東 京 会 議 」を 開 催 す る な ど 、

和 平 に 関 す る 積 極 的 な 支 援 を 行 っ て き た 。  

し か し 、 二 〇 〇 六 年 七 月 に 東 部 で の 戦 闘 が 激 化

し 、 大 規 模 な 衝 突 に 至 り 、 停 戦 合 意 崩 壊 の 危 機 に

陥 っ た 。 同 年 十 月 、 ス リ ラ ン カ 政 府 と Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ の

直 接 協 議 が 再 開 さ れ た が 、 和 平 案 は ま と ま ら ず 、

協 議 が 終 了 す る こ と と な っ た 。  

そ の 後 も Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ は テ ロ 等 を 継 続 し 、 昨 年 一 月 、

政 府 軍 は 、 東 部 の 要 衝 ワ ー カ ラ イ を 奪 取 し 、 事 実

上 、 東 部 を ほ ぼ 制 圧 し た 。 そ の た め 、 停 戦 合 意 は

事 実 上 崩 壊 し た と 考 え ら れ て い る 。 し か も 、 こ の

東 部 制 圧 の 戦 闘 で 二 十 万 人 を 超 え る 国 内 難 民 が 発

生 し た 。  

こ の よ う な 紛 争 が 打 ち 続 く に も か か わ ら ず 、 現

在 も ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 は 、 二 〇 〇 六 年 一 月 に

設 置 し た 全 政 党 代 表 者 委 員 会 （ Ａ Ｐ Ｒ Ｃ ） に お い

て 民 族 問 題 解 決 の た め の 和 平 案 の 策 定 を 進 め て い

る 。  

 

（ 三 ） ス リ ラ ン カ へ の 我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ の 基 本 的

考 え 方  

ス リ ラ ン カ へ の 我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ は 、 一 九 八 六 年

以 降 、 同 国 で は 第 一 位 を 占 め る （ 二 〇 〇 三 年 開 発

援 助 委 員 会 （ Ｄ Ａ Ｃ ） 加 盟 国 合 計 で 第 一 位 が 日 本

で 六 十 三 パ ー セ ン ト 、 第 二 位 が ノ ル ウ ェ ー で 十 三

パ ー セ ン ト 、第 三 位 が オ ラ ン ダ で 十 一 パ ー セ ン ト ）。 

 我 が 国 は 一 九 六 五 年 か ら 、 よ り 積 極 的 な 支 援 を

展 開 し て き て お り 、 ま た 、 Ｏ Ｄ Ａ 大 綱 （ 二 〇 〇 三

年 八 月 ） の 重 点 課 題 で あ る 「 平 和 構 築 」 の 趣 旨 を

踏 ま え て 和 平 プ ロ セ ス を 支 援 し て き た 。  

 ス リ ラ ン カ に 対 す る 国 別 の Ｏ Ｄ Ａ に つ い て は 、

二 〇 〇 四 年 四 月 に 国 別 援 助 計 画 を 策 定 し 、 そ の 中

で 重 点 分 野 と し て 、「 平 和 の 定 着 と 復 興 支 援 」、

「 中 ・ 長 期 開 発 ビ ジ ョ ン に 沿 っ た 支 援 」 の 二 点 が

挙 げ ら れ て い る 。 前 者 は ま さ に 和 平 に 直 結 す る も

の で あ り 、 平 和 構 築 の た め の 「 北 ・ 東 部 の 基 本 社

会 イ ン フ ラ 整 備 へ の 支 援 」 等 を 行 い つ つ 、 後 者 で

は 貧 困 削 減 に 関 し て 、 保 健 、 教 育 、 人 材 育 成 等 の
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基 礎 生 活 分 野 か ら 、 か ん が い 、 道 路 、 電 力 、 港 湾

等 に 至 る ま で 支 援 し て い る 。  

 

（ 四 ） ス リ ラ ン カ へ の 有 償 資 金 協 力  

 二 〇 〇 六 年 度 で は 三 件 、 総 額 約 三 百 九 十 二 億 円

で あ っ た 。 そ の う ち 、「 大 コ ロ ン ボ 圏 都 市 交 通 整 備

計 画 」 が 最 大 で 、 約 二 百 十 九 億 円 を か け 、 コ ロ ン

ボ 郊 外 に 外 郭 環 状 道 路 等 を 整 備 す る も の で あ る 。

同 年 度 ま で の 円 借 款 の 累 積 総 額 は 約 七 千 二 百 十 三

億 円 に 上 る （ 交 換 公 文 ベ ー ス ）。  

 

（ 五 ） ス リ ラ ン カ へ の 無 償 資 金 協 力  

二 〇 〇 六 年 度 で 総 額 約 二 十 五 億 円 で あ っ た 。 同

年 度 ま で の 実 績 総 額 で は 、約 千 八 百 億 円 に 上 る（ 交

換 公 文 ベ ー ス ）。 二 〇 〇 六 年 度 の 主 な 案 件 で は 、 セ

ク タ ー ・ プ ロ グ ラ ム 無 償 と し て 約 十 二 億 円 の 拠 出

が 最 大 で あ り 、 ス リ ラ ン カ 政 府 の 経 済 構 造 改 革 を

支 援 す る 。 ま た 、 昨 年 八 月 、「 気 象 及 び 防 災 情 報 ネ

ッ ト ワ ー ク 改 善 計 画 」 及 び 「 シ ー ギ リ ヤ 博 物 館 展

示 機 材 整 備 計 画 」 へ の 無 償 資 金 協 力 の 交 換 公 文 を

署 名 し て い る 。  

 

（ 六 ） 技 術 協 力  

ス リ ラ ン カ へ の 技 術 協 力 は 、 二 〇 〇 五 年 度 で 約

三 十 億 円 が 実 績 で あ る （ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 経 費 ベ ー ス ）。 同

年 度 ま で の 実 績 総 額 は 、約 五 百 六 十 二 億 円 に 上 る 。

人 員 も 同 年 度 ま で の 累 積 実 績 で 、 研 修 員 受 入 約 六

千 四 百 人 、 専 門 家 派 遣 約 千 二 百 人 、 Ｊ Ｏ Ｃ Ｖ 派 遣

は 約 六 百 七 十 人 に 上 る 。 昨 年 八 月 初 め 現 在 で 、 シ

ニ ア ・ ボ ラ ン テ ィ ア を 含 め 、 五 十 三 名 の Ｊ Ｏ Ｃ Ｖ

隊 員 が 活 動 中 で あ る 。  

 

（ 七 ） 津 波 復 興 支 援  

二 〇 〇 四 年 十 二 月 、 ス リ ラ ン カ を 襲 っ た 津 波 に

よ り 、 三 万 人 以 上 が 死 亡 、 約 百 万 人 が 被 災 し た 。

我 が 国 は 、 二 〇 〇 五 年 一 月 に 八 十 億 円 の ノ ン ・ プ

ロ ジ ェ ク ト 無 償 資 金 協 力 を 行 い 、 幅 広 い 復 旧 ・ 復

興 支 援 を 行 っ た 。 ま た 、 津 波 被 災 か ら の 中 長 期 的

な 復 興 支 援 と し て 、約 百 億 円 の 円 借 款 ( 二 〇 〇 五 年

六 月 交 換 公 文 署 名 「 ス リ ラ ン カ 津 波 被 災 地 域 復 興
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計 画 」 ) を 行 い 、 経 済 社 会 基 本 イ ン フ ラ の 整 備 及 び

小 企 業 の 経 済 活 動 の 再 開 ・ 活 性 化 の 支 援 を 行 っ て

い る 。  

 

三  マ ラ ダ ー ナ 短 期 工 科 大 学 視 察  

 

 本 派 遣 の 最 初 の 視 察 は 八 月 二 十 三 日 、 マ ラ ダ ー

ナ 短 期 工 科 大 学 に お い て 始 ま り 、 議 員 団 は 、 同 短

大 の 関 係 者 か ら 大 歓 迎 を 受 け た 。  

 ス リ ラ ン カ 全 土 に 存 在 す る 技 能 短 大（ T e c h n i c a l  

C o l l e g e ） 三 十 六 校 で は 、 年 間 約 一 万 七 千 名 に 職 業

訓 練 を 実 施 し て い る が 、 産 業 界 の ニ ー ズ に 合 致 し

た 訓 練 に な っ て お ら ず 、 そ の 必 要 と さ れ る 人 材 の

供 給 が で き て い な い こ と が 指 摘 さ れ て き た 。  

こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、 ス リ ラ ン カ 政

府 と Ｊ Ｉ Ｃ Ａ は 、「 技 術 教 育 訓 練 再 編 整 備 計 画 プ ロ

ジ ェ ク ト 」 を 実 施 す る こ と と し た 。 こ の 技 術 協 力

プ ロ ジ ェ ク ト は 、 二 〇 〇 五 年 七 月 か ら 五 年 間 、 総

額 約 六 億 円 の 予 算 を か け 、 コ ロ ン ボ 市 に あ る 同 短

大 を モ デ ル 校 と し 、 メ カ ト ロ ニ ク ス 、 情 報 通 信 及

び 金 属 加 工 の 三 分 野 に 関 し て デ ィ プ ロ マ（ 準 学 士 ）

レ ベ ル の モ デ ル コ ー ス の 立 ち 上 げ を 支 援 す る こ と

で あ る 。  

我 が 国 か ら は こ の プ ロ ジ ェ ク ト の た め に 、 日 本

人 専 門 家 の 派 遣 、 機 材 の 供 与 及 び 研 修 員 受 入 を 実

施 し て お り 、 そ の 設 立 ・ 運 営 手 法 が 、 ス リ ラ ン カ

側 に よ っ て 、 他 の 技 術 短 大 の 設 立 ・ 運 営 に い か さ

れ て い く こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 同 大 学 に お い て 、 Ｎ ・ ウ ィ ジ ェ ナ ヤ ケ 校 長 の 案

内 で 、 実 習 作 業 及 び 講 義 の 視 察 を 行 っ た 。 議 員 団

は 、 講 師 及 び 学 生 ら と 直 接 触 れ あ う 機 会 が あ り 、

矢 野 団 長 か ら 、「 こ の 技 術 協 力 は 、 我 が 国 と ス リ ラ

ン カ の 友 情 を よ り 強 く す る た め に 行 わ れ た も の で 、

ど う か ス リ ラ ン カ の 産 業 を 発 展 さ せ る た め 、 こ の

短 大 に お け る 訓 練 を し っ か り と 行 い 、 そ の 経 験 を

い か し て い た だ き た い 。 ま た 我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ が 貴

国 の 発 展 に 役 立 っ て い る こ と 、 そ の こ と を お 友 達

等 に お 伝 え い た だ き た い 。 そ の 結 果 、 二 国 間 の 外

交 関 係 強 化 に ス ト レ ー ト に 結 び つ く も の と 考 え ま

す 」 と の 激 励 の あ い さ つ が な さ れ た 。  

http://project.jica.go.jp/srilanka/0661165E0/01/02.html
http://project.jica.go.jp/srilanka/0661165E0/01/02.html
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な お 、 議 員 団 は こ の 視 察 の 後 、 昼 食 を と り な が

ら 、 ス リ ラ ン カ で 活 躍 す る Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 派 遣 専 門 家 及

び Ｊ Ｏ Ｃ Ｖ 代 表 と の 懇 談 を 行 っ た 。 懇 談 の 中 で 、

議 員 団 よ り 、 ス リ ラ ン カ で の 苦 労 、 ス リ ラ ン カ 国

民 の 親 日 の 度 合 い 、 ス リ ラ ン カ の 子 供 た ち の 受 験

競 争 等 に つ い て の 質 問 が な さ れ た 。  

最 後 に 風 間 議 員 よ り 、 Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 派 遣 専 門 家 及 び

Ｊ Ｏ Ｃ Ｖ 代 表 の ス リ ラ ン カ に お け る 活 躍 に 敬 意 を

表 す る と と も に 、 激 励 の 言 葉 が 伝 え ら れ た 。  

 

四  デ ・ シ ル バ 保 健 大 臣 と の 会 談  

 

 議 員 団 は 、 Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ 副 総 裁 で も あ る ニ マ ル ・ シ

リ パ ー ラ ・ デ ・ シ ル バ 保 健 大 臣 を 表 敬 訪 問 し た 。

同 大 臣 は 、 ス リ ラ ン カ 政 府 の 保 健 部 門 を 中 心 に 要

職 を 歴 任 し 、 世 界 保 健 機 関 （ Ｗ Ｈ Ｏ ） の 各 種 委 員

会 の 議 長 も 務 め る な ど 、 保 健 分 野 に 大 変 詳 し い 。

ス リ ラ ン カ の 和 平 に 関 し て も 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大

統 領 に よ り 政 府 側 代 表 団 長 に 任 命 さ れ 、 二 〇 〇 六

年 二 月 の ジ ュ ネ ー ブ で の 停 戦 合 意 の 実 施 に 関 す る

協 議 に 出 席 し た 経 験 を 持 つ 。  

冒 頭 、 矢 野 団 長 は 、 郡 司 、 風 間 両 派 遣 議 員 を 紹

介 し た 後 、 我 が 国 の 経 済 協 力 が 円 滑 に 実 施 さ れ て

い る か ど う か を 確 認 す る と い う 訪 問 の 目 的 に つ い

て 述 べ た 。 こ れ に 対 し 同 大 臣 か ら 、「 今 回 の 訪 問 を

歓 迎 し た い 。 日 本 の 支 援 に よ っ て 、 数 多 く の 案 件

が 実 施 さ れ 、 ス リ ラ ン カ 国 民 に 寄 与 し て い る こ と

を 確 認 し て い た だ け れ ば と 思 う 」 旨 の 発 言 が あ っ

た 。  

次 に 矢 野 団 長 か ら 、「 明 二 十 四 日 午 前 に は 血 液

セ ン タ ー を 訪 問 す る 予 定 で あ る 」旨 述 べ た と こ ろ 、

同 大 臣 は 、「 所 掌 す る 保 健 分 野 に お い て も 、 日 本 よ

り 多 額 の 支 援 を 頂 い て お り 、 こ れ ま で に Ｎ Ｂ Ｔ Ｓ

の み な ら ず 看 護 婦 セ ン タ ー 等 の 設 立 等 多 く の 支 援

を 頂 い て お り 、感 謝 し て い る 」旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 閣 下 に お か れ て は 、 昨 年 秋 の

Ｗ Ｈ Ｏ 事 務 局 長 選 挙 に お い て 、 尾 身 候 補（ 尾 身 茂 ・

Ｗ Ｈ Ｏ 西 太 平 洋 地 域 事 務 局 長 ） に 対 す る 一 貫 し た

支 持 を 頂 き 感 謝 し て い る 。残 念 な 結 果 と な っ た が 、

ス リ ラ ン カ が 国 際 場 裏 に お い て 常 に 日 本 を 支 持 し
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て い る こ と に 感 謝 し た い 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大

臣 よ り 、「 三 回 の 投 票 す べ て に お い て 尾 身 候 補 を 支

持 し た 。残 念 な 結 果 と な っ た の は 、ア フ リ カ の 国 々

が 一 貫 し て 日 本 を 支 持 し な か っ た 点 だ と 思 っ て い

る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。 さ ら に 、 矢 野 団 長 よ り 、

「 閣 下 に 対 し て は 、 Ｗ Ｈ Ｏ 事 務 局 長 選 挙 協 力 の 関

係 も あ り 、 日 本 の 厚 生 労 働 省 が 訪 日 を 打 診 し て い

る と 聞 い て い る の で 、 是 非 と も 早 期 に 訪 日 し て い

た だ き た い 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 個 人

的 に は そ う し た い と 思 っ て い る が 、 議 会 に お い て

与 党 が 過 半 数 を 有 し て い る も の の 種 々 の 国 会 対 策

に 忙 殺 さ れ て お り 、 す ぐ に は 時 間 が 取 れ な い 。 ま

た 、 保 健 大 臣 と し て も 、 先 週 、 第 八 回 ア ジ ア 大 洋

州 地 域 エ イ ズ 会 議 （ Ｉ Ｃ Ａ Ａ Ｐ ） を 主 催 し た が 、

こ う し た 国 際 会 議 も 開 催 す る こ と が 多 い の で 、 日

程 を 確 保 す る こ と が 難 し い 状 況 が 続 い て い る 。 さ

ら に 、 十 一 月 七 日 に は 予 算 審 議 が 開 始 す る の で 、

で き れ ば 十 月 中 の い ず れ か の 段 階 で 訪 日 し た い と

考 え て い る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 訪 日 さ れ た 際 に は 、 是 非 個 別

に 会 談 し た い と 思 う 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ

り 「 そ う し た い 」 と の 回 答 が な さ れ た 。  

 特 に ス リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス に つ い て は 、 矢

野 団 長 よ り 、「 閣 下 は 、 こ れ ま で の Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と の 交

渉 に お い て 、 政 府 代 表 団 長 を 務 め ら れ て い る こ と

か ら 、 和 平 の 分 野 に お い て も 知 見 を 有 す る と 承 知

し て い る 。 閣 下 は 今 後 の 和 平 の 展 開 を ど の よ う に

見 て お ら れ る の か 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 は 、

「 現 在 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お い て 、 民 族 問 題 の 最 終 的 解

決 に 向 け た 提 案 が 策 定 中 で あ る が 、 あ と 一 週 間 以

内 に 最 終 案 が ま と ま る こ と に な る か と 思 う 。 し か

し な が ら 、 最 終 案 が ま と ま っ た と し て も 、 Ｌ Ｔ Ｔ

Ｅ が こ れ を 受 け 入 れ る 可 能 性 は ほ と ん ど な い よ う

に 思 わ れ る 。 な ぜ な ら 、 過 去 の 交 渉 に お け る Ｌ Ｔ

Ｔ Ｅ の 態 度 は 非 常 に 無 礼 で あ る と と も に 、 平 和 的

に 問 題 を 解 決 し よ う と い う 意 志 が 見 ら れ な か っ た

た め で あ る 。 し か し な が ら 、 政 府 は 、 い つ で も ど

こ で も Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と 問 題 の 解 決 に つ い て 話 し 合 う 用

意 は で き て い る し 、 そ の 強 い 意 志 も 有 し て い る 。

我 々 は 問 題 を 軍 事 的 で は な く 、 平 和 的 、 つ ま り 話
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し 合 い に よ っ て 解 決 し た い と 常 々 申 し 上 げ て き て

い る と お り で あ る 。 こ の 点 、 政 府 と し て は 、 二 千

キ ロ グ ラ ム の 爆 弾 を 南 部 に 運 び 、 テ ロ を 起 こ そ う

と し て い る Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ に 対 し て は 、 自 国 の 国 民 を 守

る と い う 観 点 か ら 、 テ ロ 対 策 の 一 環 と し て 、 や は

り 一 定 の 軍 事 行 動 を 取 る こ と は あ る 。 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ は

テ ロ 行 為 を 繰 り 返 し て い る と い う こ と を 忘 れ て は

な ら な い 。 昨 年 三 月 に は 、 日 本 大 使 も 含 め 外 交 団

が 乗 っ た ヘ リ コ プ タ ー に 攻 撃 を す る と い う こ と も

し て い る の で あ る 」 旨 述 べ た 。  

こ れ に 対 し て 矢 野 団 長 か ら 、「 近 く Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と

協 議 す る 見 込 み は あ る の か 」 を た だ し た と こ ろ 、

同 大 臣 よ り 、「 そ の 前 に 、 ま ず は Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お い て

最 終 案 を ま と め る こ と が 必 要 で あ る 。 権 限 委 譲 の

構 成 単 位 を 県 と す る の か 州 と す る の か を 含 め 、 ど

の 程 度 の 権 限 を 地 方 に 委 譲 す る の か を 確 定 し て お

か な く て は な ら な い 。 こ の 点 、 ス リ ラ ン カ 南 部 の

政 党 が コ ン セ ン サ ス を 得 て 、 最 終 案 を ま と め な く

て は な ら な い が 、 ス リ ラ ン カ の 選 挙 法 上 、 一 つ の

政 党 が 過 半 数 を 獲 得 す る と い う こ と は 事 実 上 不 可

能 で あ る の で 、与 野 党 が 協 力 し な く て は な ら な い 。

こ の よ う に Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と の 協 議 を 再 開 す る に し て も 、

ま ず は 南 部 が ま と ま ら な く て は な ら ず 、 こ う し た

部 分 に 時 間 が か か っ て い る の で あ る 。 日 本 に お か

れ て は 、 明 石 政 府 代 表 を 中 心 に 、 ス リ ラ ン カ の 事

情 を よ く 認 識 し て い た だ い た 上 で 、 適 切 な ア ド バ

イ ス を 頂 い て お り 、 今 後 と も 日 本 の ス リ ラ ン カ 和

平 プ ロ セ ス に お け る 役 割 を 期 待 し て い る 」 旨 の 発

言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 仮 に 平 和 が 実 現 す れ ば 、 更 な

る 支 援 を 実 施 し て い く こ と が で き る と 思 う の で 、

是 非 と も 一 歩 で も 和 平 プ ロ セ ス を 進 め て い た だ き

た い 。 自 分 は 、 二 十 年 程 前 に 初 め て 訪 問 し た 際 に

は 、 政 府 と Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と の 対 立 が 激 化 し て い る 非 常

に 不 安 定 な 時 期 で あ っ た 。 そ の 後 、 四 年 前 に 外 務

副 大 臣 と し て 訪 問 し た 際 に は 、 停 戦 合 意 が 締 結 さ

れ 、 和 平 交 渉 が 頻 繁 に 行 わ れ 、 ス リ ラ ン カ 国 民 が

平 和 の 配 当 を 享 受 し 始 め た こ と が 目 に 見 え て 理 解

で き た 。 平 和 が 実 現 す る こ と に よ っ て の み ス リ ラ

ン カ は 更 な る 繁 栄 を 遂 げ ら れ る と 思 う の で 、 是 非
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と も 引 き 続 き 努 力 し て ほ し い 」 旨 強 く 主 張 し た と

こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 政 府 と し て も で き る 限 り の 努

力 を し て い る し 、 今 後 も 継 続 し て い く つ も り で あ

る 。 な お 、 停 戦 合 意 に 関 し て 言 え ば 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ は

六 千 回 以 上 も 停 戦 合 意 違 反 を し て お り 、 彼 等 が そ

も そ も 停 戦 を 遵 守 す る つ も り が な い の が 問 題 で あ

る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

最 後 に 矢 野 団 長 よ り 、「 い ず れ に し て も 問 題 の

解 決 を 平 和 裏 に 図 る に は Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ を 交 渉 の テ ー ブ

ル に 引 き ず り 出 す こ と が 必 要 で あ る 。 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に

し て も 、 で き る だ け 早 期 に 南 部 の 意 見 を ま と め て

最 終 案 を 提 示 し て い た だ き た い 。 政 府 と し て 、 和

平 に 向 け た 明 確 な ロ ー ド マ ッ プ を 示 す こ と が 必 要

で あ ろ う 」 と の 指 摘 が な さ れ 、 同 大 臣 よ り 、「 そ の

通 り で あ る 。 自 分 も 微 力 な が ら 努 力 し た い 」 旨 の

発 言 が あ っ た 。  

 

五  ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 と の 会 談  

 

ロ ー ヒ タ ・ ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 相 は か つ て 、 野 党 の

統 一 国 民 党 （ Ｕ Ｎ Ｐ ） の 所 属 議 員 で あ っ た 。 国 営

企 業 の 社 長 に 就 任 し た 経 験 が あ り 、 ま た 、 産 業 大

臣 に 任 命 さ れ た こ と も あ り 、 産 業 関 係 の 要 職 を 歴

任 し て き た 。  

ス リ ラ ン カ の 和 平 に つ い て は 、 二 〇 〇 六 年 行 わ

れ た 政 府 と Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ の 直 接 交 渉 で は 、 政 府 側 代 表

団 報 道 官 を 務 め た 経 験 を 持 つ 。  

会 談 の 冒 頭 、 我 が 国 と ス リ ラ ン カ と の 二 国 間 関

係 （ 経 済 協 力 を 含 む ） に つ い て 、 同 大 臣 よ り 、「 矢

野 団 長 、 郡 司 議 員 、 風 間 議 員 三 名 の 参 議 院 議 員 団

の ス リ ラ ン カ 訪 問 を 歓 迎 し た い 。 日 本 と ス リ ラ ン

カ は 半 世 紀 以 上 に わ た っ て 良 好 な 関 係 を 維 持 し て

き て い る 。 ま た 、 経 済 協 力 面 で は 、 今 年 だ け で も

三 百 九 十 億 円 以 上 に も 及 ぶ 第 三 十 八 次 円 借 款 、 約

十 二 億 円 の ノ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 無 償 、 約 三 億 円 の

食 糧 増 産 援 助 （ 二 Ｋ Ｒ 支 援 ） が な さ れ て い る し 、

昨 年 の 東 部 地 域 の 戦 闘 に よ り 発 生 し た 国 内 避 難 民

に 対 す る 支 援 も 実 施 し て い た だ い て い る 。 ま た 、

約 二 億 円 の シ ー ギ リ ヤ 博 物 館 に 対 す る 文 化 無 償 資

金 の 供 与 も 決 定 い た だ い た と 聞 い て い る 。 日 本 の



 11 

ス リ ラ ン カ に 対 す る 支 援 は こ の よ う な 経 済 協 力 、

文 化 、 経 済 等 あ ら ゆ る 分 野 に 及 ん で い る が 、 こ こ

数 年 で は 、 和 平 プ ロ セ ス の 分 野 に お い て 、 東 京 会

議 四 共 同 議 長 の 一 員 と し て 、 ま た 明 石 政 府 代 表 の

活 動 の み な ら ず 、 独 立 国 際 有 識 者 グ ル ー プ と し て

横 田 洋 三 中 央 大 学 大 学 院 教 授 に 活 躍 し て い た だ く

等 、 積 極 的 な 支 援 を 頂 い て お り 感 謝 し て い る 。 さ

ら に 、 国 際 場 裏 に お い て も 、 今 年 よ り ス リ ラ ン カ

は Ａ Ｒ Ｆ （ Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 地 域 フ ォ ー ラ ム ） の 二 十 七

番 目 の 加 盟 国 と な っ た が 、 ス リ ラ ン カ 加 盟 に 向 け

て 日 本 の 御 尽 力 が あ っ た と 承 知 し て お り 、 感 謝 し

た い 。今 年 六 月 に は 外 務 大 臣 と し て 日 本 を 訪 問 し 、

麻 生 大 臣 と の 間 で 外 相 会 談 を 実 施 し 、 両 国 関 係 が

極 め て 強 固 で あ る こ と を 確 認 で き る 等 極 め て 有 意

義 な 訪 日 で あ っ た 。 今 年 中 に は 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ

大 統 領 が 日 本 の 招 待 を 受 け て 、 訪 日 す る こ と に な

っ て お り 、 こ の 機 会 に 是 非 と も こ れ ま で の ス リ ラ

ン カ 日 友 好 関 係 を 確 認 す る と と も に 、 一 層 の 関 係

強 化 を 図 り た い と 考 え て い る 」 旨 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、 郡 司 、 風 間 両 派 遣 議 員 を 紹 介 し

た 後 、 今 回 の 訪 問 の 目 的 を 述 べ 、「 既 に マ ラ ダ ー ナ

短 期 工 科 大 学 を 視 察 す る と と も に 、 先 ほ ど は デ ・

シ ル バ 大 臣 か ら 我 が 国 の 経 済 協 力 に 対 す る 感 謝 の

言 葉 を 頂 い た と こ ろ で あ り 、 我 が 国 の 経 済 協 力 に

対 す る 高 い 評 価 を 得 て い る こ と に 満 足 し て い る 」

旨 述 べ た 。  

ま た 、 矢 野 団 長 よ り 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会

中 の 審 議 に つ い て 、「 ス リ ラ ン カ は 南 ア ジ ア 地 域 の

中 で も 民 主 主 義 が 古 く か ら 存 在 し 、 日 本 と 極 め て

近 い 価 値 観 を 有 す る 重 要 な 国 で あ る 。 ま た 、 現 在

も 安 倍 総 理 が イ ン ド を 訪 問 し て い る よ う に 、 日 本

は 南 ア ジ ア を 重 視 し て い る 。 こ う し た 中 、 大 統 領

が 今 年 中 に 訪 日 す る 予 定 で あ る と 聞 い て い る の で 、

大 統 領 の 訪 日 の 機 会 に 合 わ せ て 、 自 分 と し て は 、

本 院 の Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会 中 の 審 議 と い う 形

で 、 ス リ ラ ン カ へ の Ｏ Ｄ Ａ に つ い て の 審 議 を し た

い と 思 っ て い る 。 そ の 際 に は 是 非 、 閣 下 等 に 右 審

議 に 出 席 し て い た だ き た い と 思 っ て い る 。 そ う す

れ ば 、 ス リ ラ ン カ に 対 す る Ｏ Ｄ Ａ が い か に ス リ ラ

ン カ 国 民 に 寄 与 し て い る か 、 効 率 的 に 用 い ら れ て
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い る か が 日 本 国 民 に も 広 く 理 解 し て い た だ け る と

と も に 、 ス リ ラ ン カ の 和 平 に つ い て も 日 本 国 民 の

関 心 も 集 ま る こ と に な ろ う 」 と の 発 言 が あ り 、 こ

れ に 対 し 、 同 大 臣 は 、「 承 知 し た 。 仮 に 大 統 領 と と

も に 訪 日 す る 際 に は 、 是 非 そ の よ う に し た い 」 と

の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、 ス リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス に つ

い て 、「 和 平 問 題 に つ い て は 、 政 府 と し て Ａ Ｐ Ｒ Ｃ

プ ロ セ ス 等 様 々 な 努 力 を さ れ て い る と 承 知 し て お

り 、 民 族 問 題 に は 長 い 歴 史 も あ る の で 、 一 朝 一 夕

に は 解 決 で き な い と い う こ と も 理 解 で き る 。だ が 、

是 非 と も 、 大 統 領 が 訪 日 さ れ る 際 に は 、 安 倍 総 理

に 対 し て 和 平 実 現 に 向 け た ロ ー ド マ ッ プ を 示 し て

ほ し い 。 日 本 と し て は ス リ ラ ン カ の 平 和 実 現 に 向

け て 更 な る 協 力 を 惜 し ま な い つ も り で あ る 」 旨 述

べ た 。  

同 大 臣 は 、「 和 平 プ ロ セ ス を 進 め る こ と で 、 国

民 に 平 和 の 配 当 を 享 受 さ せ な く て は な ら な い こ と

は よ く わ か っ て い る 。 そ れ と 同 時 に 、 こ れ ま で Ｌ

Ｔ Ｔ Ｅ が 支 配 し て き た 地 域 に 対 し 、 民 主 主 義 と 多

元 主 義 と 基 本 的 人 権 の 尊 重 と い う 概 念 を 根 付 か せ

る こ と が 何 よ り も 重 要 で あ る 。 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ は 過 去 数

十 年 に わ た っ て フ ァ シ ス ト と も 思 え る 体 制 で 、

北 ・ 東 部 地 域 の 住 民 を 虐 げ て き た 。 特 に 、 タ ミ ル

人 は 偉 大 な 指 導 者 を こ と ご と く Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ に よ っ て

殺 害 さ れ 、 政 治 的 な 主 張 を す る 勢 力 を 失 っ て し ま

っ た 。  

東 部 地 域 に お い て は 、 政 府 軍 の 奮 闘 に よ っ て 、

Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ を 同 地 域 か ら 駆 逐 す る こ と に 成 功 し 、 こ

れ に よ っ て 東 部 地 域 住 民 は 初 め て 自 由 に な り 、 政

府 と し て も こ う し た 住 民 の 生 活 の 底 上 げ を 図 る べ

く 更 な る 開 発 を 実 施 し て い る と こ ろ で あ る 。現 在 、

政 府 は Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ ス に お い て 、 穏 健 な タ ミ ル

人 が 納 得 す る こ と の で き る よ う な 権 限 委 譲 の 最 終

案 を 策 定 し て い る と こ ろ で あ り 、 大 統 領 訪 日 の 際

に は 、 是 非 明 確 な ロ ー ド マ ッ プ が 示 せ る よ う に 引

き 続 き 努 力 し て い き た い 。 日 本 に お か れ て は 、 和

平 に つ い て 、 ス リ ラ ン カ の 複 雑 な 事 情 を 踏 ま え た

上 で 、 適 切 な ア ド バ イ ス を 頂 く と と も に 、 政 府 側

の 努 力 を 評 価 し て い た だ い て お り 、 感 謝 し た い 」
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旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 確 か に Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ が こ れ ま で し

て き た こ と は テ ロ リ ス ト そ の も の で あ る が 、他 方 、

ス リ ラ ン カ に 住 む タ ミ ル 人 の 多 く に 対 し て Ｌ Ｔ Ｔ

Ｅ が 暴 力 に よ っ て 支 配 し て い る と い う 事 情 は あ る

に せ よ 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ を タ ミ ル 人 の 代 表 と 見 な し て い

る の も 事 実 で あ る と 思 う 。 し た が っ て 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ

と の 交 渉 は 必 要 不 可 欠 で あ ろ う 」 と の 指 摘 が な さ

れ 、 同 大 臣 か ら 、「 我 々 は い つ で も Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と 交 渉

し て い い と 思 っ て い る し 、 事 実 、 過 去 数 十 年 に わ

た っ て 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と 交 渉 し て き た 。 し か し 、 こ れ

を 裏 切 る の は い つ も Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ で あ っ た 。 に も か か

わ ら ず 、 政 府 は 現 在 に お い て も 、 い つ で も ど こ で

も 協 議 す る 用 意 が あ る 旨 を Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ に 伝 達 し て き

て い る 。 ま た 、 政 府 内 に ス リ ラ ン カ 和 平 プ ロ セ ス

調 整 事 務 局 が あ り 、 和 平 仲 介 国 の ノ ル ウ ェ ー や 日

本 と 連 携 し つ つ 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と の 交 渉 の 機 会 を 探 っ

て い る 。 こ の よ う に 政 府 と し て は 、 交 渉 に 向 け て

努 力 を し て い る 。な お 、こ こ で 申 し 上 げ た い の は 、

ス リ ラ ン カ の 人 口 の 中 で 約 十 五 パ ー セ ン ト を タ ミ

ル 人 が 占 め て い る が 、 タ ミ ル 人 の 中 の 約 五 十 五 パ

ー セ ン ト は 北 ・ 東 部 地 域 で は な い 南 部 地 域 で 生 活

し て い る 。 南 部 地 域 で 生 活 す る タ ミ ル 人 は 、 シ ン

ハ ラ 、 ム ス リ ム の 他 の 民 族 と 共 存 し て お り 、 Ｌ Ｔ

Ｔ Ｅ の よ う な 過 激 な 意 見 は 持 っ て い な い 。さ ら に 、

政 府 の 統 治 の 在 り 方 に も 満 足 し て い る し 、 政 府 内

に も 多 く の タ ミ ル 人 が 大 臣 と し て の み な ら ず 公 務

員 と し て も 働 い て い る 。 こ の よ う に 政 府 は 多 く の

タ ミ ル 人 と う ま く や っ て い る の で あ る 。 し か し な

が ら 、 我 々 は 南 部 の タ ミ ル 人 の み を 優 遇 す る と い

う の で は な く 、 北 ・ 東 部 地 域 の タ ミ ル 人 に 対 し て

も 支 援 の 手 を 差 し の べ て い る 」旨 の 発 言 が あ っ た 。 

最 後 に 、 矢 野 団 長 よ り 、「 我 が 国 と し て は 、 和

平 プ ロ セ ス 進 展 に 向 け た ス リ ラ ン カ 政 府 の 努 力 が

実 る よ う 、 引 き 続 き 忚 援 を 惜 し ま な い つ も り で あ

る 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 我 々 は 、 日 本

を 国 際 社 会 の 中 の 最 大 の 友 人 と し て 見 て い る の で 、

引 き 続 き 支 援 を お 願 い し た い 」と の 発 言 が あ っ た 。 
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六  ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 と の 会 談  

 

 ラ ト ナ シ リ ・ ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 は 、 若 い 時

代 に 人 民 統 一 戦 線 を 経 て Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ に 所 属 し た 。 そ

の 後 は 、 一 貫 し て Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ を 支 え て き た 重 鎮 で あ

る 。 数 多 く の 大 臣 を 歴 任 し 、 首 相 も 過 去 二 度 務 め

て い る 。  

冒 頭 、 矢 野 団 長 よ り 、 郡 司 、 風 間 両 派 遣 議 員 を

紹 介 し 、 参 議 院 か ら 派 遣 さ れ た 目 的 を 述 べ た 後 、

我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ に つ い て 、「（ 我 が 国 の ） Ｏ Ｄ Ａ に

つ い て は 、 効 率 的 に 用 い ら れ て い れ ば 今 後 よ り 一

層 強 力 に 実 施 す る 、 そ う で な け れ ば 削 減 す る と い

う メ リ ハ リ を 付 け た も の に し て い か な く て は な ら

な い と 個 人 的 に は 思 っ て お り 、 そ う し た 意 味 で 、

ス リ ラ ン カ の 経 済 協 力 案 件 を 視 察 し 、 日 本 に 戻 っ

て 様 々 な 検 討 を し た い と 思 う 」 旨 述 べ た 。 同 首 相

よ り 、「 日 本 の 支 援 に は ス リ ラ ン カ 政 府 及 び 国 民 を

代 表 し て 感 謝 し た い 。 日 本 は 長 年 ス リ ラ ン カ に と

っ て 最 大 の ド ナ ー で あ る と と も に 、 ス リ ラ ン カ が

津 波 災 害 を 被 り 、 苦 し ん で い た 際 に は 、 多 額 の 支

援 を し て い た だ い た 。 ま た 、 道 路 、 港 湾 、 水 道 、

橋 等 あ ら ゆ る イ ン フ ラ 面 に お け る 貴 国 の 支 援 が 多

く の ス リ ラ ン カ 国 民 に 寄 与 し て い る 。 二 国 間 関 係

に つ い て は 、 日 ・ ス リ ラ ン カ 関 係 は 良 好 に 推 移 し

て き て お り 、 今 後 も こ う し た 関 係 が 継 続 し て い く

こ と を 強 く 望 ん で い る 。 来 年 秋 に は 、 日 本 に お い

て 、 ス リ ラ ン カ 文 化 遺 産 展 を 開 催 す る 予 定 で あ る

（ 本 年 九 月 二 日 か ら 十 一 月 三 日 ま で 東 京 国 立 博 物

館 に お い て ） の で 、 ス リ ラ ン カ の 文 化 を 多 く の 日

本 国 民 に 知 っ て い た だ き た い と 思 っ て お り 、 協 力

し て い た だ き た い 。 ま た 、 要 人 往 来 の 観 点 か ら 言

え ば 、 是 非 と も 、 安 倍 総 理 に で き る だ け 早 く ス リ

ラ ン カ を 訪 問 し て い た だ き た い と 考 え て お り 、 明

日 ま で に は 自 分 よ り 総 理 あ て の 書 簡 を し た た め る

つ も り な の で 、 是 非 と も 安 倍 総 理 に 手 交 し て い た

だ き た い 」 と の 発 言 が あ っ た 。  

な お 、 矢 野 団 長 よ り 、「 安 倍 総 理 へ の 書 簡 に つ

い て は 、 郡 司 議 員 、 風 間 議 員 及 び 自 分 の 三 人 で 閣

下 の ご 意 向 を 伝 え つ つ 、 総 理 に 直 接 手 交 さ せ て い

た だ こ う と 思 う 」 旨 述 べ た （ 翌 二 十 四 日 午 前 に 首
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相 府 よ り 書 簡 が 大 使 館 に 到 着 し た の で 、 右 書 簡 は

矢 野 団 長 が 受 領 し た ）。  

矢 野 団 長 よ り 、 ス リ ラ ン カ へ の 経 済 協 力 に つ い

て 、「 本 日 午 前 に 、 マ ラ ダ ー ナ 短 期 工 科 大 学 を 視 察

し 、 明 日 に は 血 液 銀 行 （ ス リ ラ ン カ 厚 生 保 健 省 血

液 事 業 部 （ Ｎ Ｂ Ｔ Ｓ ） の 血 液 セ ン タ ー ） を 視 察 す

る 予 定 で あ る が 、 日 本 の 経 済 協 力 が 効 率 良 く 、 無

駄 な く 実 施 さ れ な く て は な ら な い と 思 っ て い る 。

し た が っ て 、是 非 と も 、ス リ ラ ン カ に お か れ て は 、

日 本 の 支 援 が 遅 滞 す る こ と の な い よ う 心 が け て い

た だ き た い 。 ま た 、 ス リ ラ ン カ で は 、 日 本 の 青 年

海 外 協 力 隊 員 が 五 十 三 名 活 動 し て い る の で 、 何 か

の 機 会 を と ら え て 、 是 非 、 閣 下 が こ れ ら 隊 員 と 意

見 交 換 、 激 励 す る よ う な 機 会 を 作 っ て い た だ け れ

ば 幸 い で あ る 」 旨 述 べ た 。 同 首 相 よ り 、「 そ の よ う

な 機 会 を 是 非 と も 設 け た い 。 青 年 海 外 協 力 隊 員 の

リ ス ト を 首 相 府 に 送 付 し て ほ し い 」 と の 回 答 が あ

っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会 中 の 審

議 に つ い て 、「 先 刻 、 ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 と の 会

談 の 際 に も 申 し 上 げ た こ と で あ る が 、 大 統 領 の 訪

日 の 機 会 に 合 わ せ て 、 自 分 と し て は 、 参 議 院 の Ｏ

Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会 中 の 審 議 と い う 形 で 、 ス リ

ラ ン カ に つ い て の Ｏ Ｄ Ａ に つ い て の 審 議 を し た い

と 思 っ て い る 。 そ の 際 に は 、 外 務 大 臣 等 に 右 審 議

に 出 席 し て い た だ き た い と 思 っ て い る 。 そ う す れ

ば 、 ス リ ラ ン カ に 対 す る Ｏ Ｄ Ａ が い か に ス リ ラ ン

カ 国 民 に 寄 与 し て い る か 、 効 率 的 に 用 い ら れ て い

る か が 日 本 国 民 に も 広 く 理 解 し て い た だ け る と 思

う 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 首 相 も 首 肯 し た 。  

矢 野 団 長 よ り 、 ス リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス に つ

い て 、「 ス リ ラ ン カ の 和 平 問 題 に つ い て は 、 閣 下 を

始 め 様 々 な 努 力 を さ れ て い る と 承 知 す る が 、 強 硬

派 、穏 健 派 等 様 々 な 関 係 者 が 存 在 す る こ と に 加 え 、

民 族 問 題 に は 長 い 歴 史 も あ る の で 、 一 朝 一 夕 に は

解 決 で き な い と い う こ と は わ か る が 、 是 非 と も 、

現 在 進 め ら れ て い る Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お い て 問 題 の 最 終

的 解 決 を 図 っ て い た だ き た い 」 旨 強 く 述 べ た と こ

ろ 、 同 首 相 よ り 、「 和 平 プ ロ セ ス に つ い て は 、 現 在

Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ ス に お い て 問 題 の 解 決 を 図 ろ う と
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し て い る と こ ろ で あ る 。 同 プ ロ セ ス に お い て 、 確

か に 百 パ ー セ ン ト 関 係 当 事 者 が 満 足 す る と い う 形

で は な い が 、 大 多 数 の 支 持 は 得 て い る と い う 状 況

で あ る 。 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に 参 加 し て い る 政 党 の 中 に は 、

権 限 委 譲 の 在 り 方 に つ い て 過 激 な 考 え を 有 す る 政

党 も あ る の で 、 な か な か 難 し い こ と で は あ る が 、

ス リ ラ ン カ と い う 国 の 中 で 皆 が 共 存 し て い か な け

れ ば な ら な い の で あ り 、 こ う し た 政 党 を 説 得 す る

こ と も 政 府 と し て 行 っ て い る 。 民 族 問 題 に 対 す る

政 府 の 基 本 姿 勢 は 、 国 を 分 割 す る こ と な く 、 ス リ

ラ ン カ と い う 国 の 中 で 各 民 族 が 共 存 し て い く 体 制

を 作 り 上 げ る 必 要 が あ る と い う も の で あ る 。 簡 単

な こ と で は な い が 、 今 の と こ ろ 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ

ス は う ま く 機 能 し て い る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 閣 下 が 中 心 と な っ て プ ロ セ ス

内 の 強 硬 派 を う ま く 説 得 さ れ る こ と を 期 待 す る 。

ま た 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 は 今 年 中 に は 訪 日 を

さ れ る と 承 知 し て い る 。 是 非 と も 訪 日 さ れ る 際 に

は 、 安 倍 総 理 に 対 し 、 ス リ ラ ン カ 和 平 プ ロ セ ス の

ロ ー ド マ ッ プ を 示 し て い た だ き た い 」 旨 述 べ た と

こ ろ 、 同 首 相 も 「 そ の よ う に し た い 」 旨 の 回 答 が

あ っ た 。  

な お 、 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 と の 会 談 の 後 、 日

本 大 使 公 邸 に お い て 、 ジ ャ ナ カ ・ バ ン ダ ー ラ ・ テ

ン ナ コ ー ン 地 方 政 府 ・ 州 評 議 会 大 臣 （ 元 労 働 副 大

臣 ・ 保 健 副 大 臣 ） 及 び ス シ ル ・ プ レ マ ジ ャ ヤ ン タ

教 育 大 臣 （ ス リ ラ ン カ ・ 日 本 友 好 議 員 連 盟 会 長 ）

と 親 し く 会 談 し 、 ま た 、 ス リ ラ ン カ 在 留 の 山 崎 岳

志 日 本 人 会 会 長 等 と 懇 談 を 行 っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 両 大 臣 に 対 し 、 今 回 の 訪 問 の 目 的

が 、 我 が 国 Ｏ Ｄ Ａ の 円 滑 か つ 効 果 的 な 実 施 が な さ

れ て い る か を 実 地 に 調 査 す る た め で あ る こ と 、 ス

リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス に 関 し て 我 が 国 が 強 い 関

心 を 有 し て い る こ と 等 を 述 べ 、 両 大 臣 の 和 平 の 努

力 に 対 す る 敬 意 を 表 す る と と も に 、 同 国 の 和 平 に

つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

席 上 、 郡 司 議 員 及 び 風 間 議 員 は 、 プ レ マ ジ ャ ヤ

ン タ 教 育 大 臣 と ス リ ラ ン カ の 教 育 制 度 に つ い て 、

日 本 と の 違 い 等 に つ い て 、 意 見 交 換 を 行 っ た 。  
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七  ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 と の 会 談  

 

マ ヒ ン ダ ・ ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 は 二 〇 〇 五 年

十 一 月 、 首 相 在 職 時 に 大 統 領 選 挙 に 出 馬 し 、 第 五

代 大 統 領 に 当 選 し た 。 同 大 統 領 は 、 野 党 の リ ー ダ

ー も 務 め た 経 験 が あ り 、 ま た 、 人 権 活 動 に 熱 心 に

取 り 組 ん だ 経 験 を 持 つ 。  

同 大 統 領 は 強 力 な リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て 、

Ａ Ｐ Ｒ Ｃ の 設 置 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お け る 民 族 問 題 解 決

の た め の 権 限 委 譲 案 の と り ま と め な ど 、 全 力 を 挙

げ て ス リ ラ ン カ 和 平 に 向 け た 努 力 を 行 っ て い る 。  

会 談 の 冒 頭 、 矢 野 団 長 は 、「 今 回 の 訪 問 の 目 的

は 、 我 が 国 の 経 済 協 力 が 円 滑 か つ 効 果 的 に 実 施 さ

れ て い る か ど う か を 確 認 す る た め の も の で あ り 、

参 議 院 を 代 表 し て 、各 党 の 国 会 対 策 委 員 長 で あ る 、

民 主 党 の 郡 司 議 員 、 公 明 党 の 風 間 議 員 、 自 由 民 主

党 の 自 分 が 訪 問 し た 次 第 で あ る 。 今 朝 、 当 地 に 到

着 し 、 明 日 午 後 に は 帰 国 す る 慌 た だ し い 日 程 で は

あ る が 、 経 済 協 力 案 件 視 察 と し て は 、 本 日 午 前 に

マ ラ ダ ー ナ 短 期 工 科 大 学 の 視 察 を 行 い 、 明 日 午 前

は 血 液 銀 行 を 視 察 す る 予 定 で あ る 。 ま た 、 政 府 要

人 と の 会 談 に つ い て も 、 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 、

ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 、 デ ・ シ ル バ 保 健 大 臣 等 と

の 間 で 有 意 義 な 意 見 交 換 を 実 施 し た と こ ろ で あ

る 」旨 述 べ た 。同 大 統 領 よ り 、「 日 本 の 支 援 に は 常 々

感 謝 し て い る 。 日 本 は 、 一 九 五 二 年 以 降 現 在 に 至

る ま で ス リ ラ ン カ に 対 す る 支 援 を 継 続 し て い た だ

い て お り 、 そ の 結 果 、 ス リ ラ ン カ の 道 路 、 港 湾 等

イ ン フ ラ の 開 発 は な さ れ た と 言 っ て も 過 言 で は な

い 。 今 後 と も こ の よ う な 心 の こ も っ た 支 援 を 期 待

し て い る 。 ま た 、 和 平 の 分 野 で は 、 日 本 は ス リ ラ

ン カ の 特 殊 性 を し っ か り 理 解 い た だ い て お り 、 絶

え ず ス リ ラ ン カ を 忚 援 し て く れ て い る こ と を 心 強

く 思 っ て い る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 閣 下 は 今 年 中 に は 訪 日 さ れ る

と 承 知 し て い る 。 是 非 と も 訪 日 さ れ る 際 に は 、 安

倍 総 理 に 対 し 、 ス リ ラ ン カ 和 平 プ ロ セ ス の ロ ー ド

マ ッ プ を 示 し て い た だ き た い 。 そ う な れ ば 、 こ れ

ま で 我 が 国 が 実 施 し て き た 経 済 協 力 が い か に 効 率

的 で あ っ た か が 国 会 内 ば か り で な く 、 広 く 国 民 に
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理 解 い た だ け る で あ ろ う し 、 今 後 も 和 平 実 現 に 向

け た ス リ ラ ン カ 政 府 の 努 力 に 対 し 更 な る 支 援 を 検

討 す る こ と も 可 能 と な ろ う 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

同 大 統 領 か ら 、「（ 和 平 プ ロ セ ス の ロ ー ド マ ッ プ

に つ い て は ） そ の よ う に で き る と 思 う 。 訪 日 の 際

に は 、 我 々 が 考 え る 民 族 問 題 の 最 終 案 に つ い て も

是 非 説 明 し た い 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 は 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会 中 の 審 議

に つ い て 、「 先 ほ ど の ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 と の 会

談 の 際 に も 申 し 上 げ た こ と で あ る が 、 閣 下 の 訪 日

の 機 会 に 合 わ せ て 、 自 分 と し て は 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委

員 会 の 閉 会 中 の 審 議 と い う 形 で 、 ス リ ラ ン カ に つ

い て の Ｏ Ｄ Ａ に つ い て の 審 議 を 行 い た い と 思 っ て

い る 。 そ の 際 に は 是 非 、 閣 下 よ り お 言 葉 を 頂 い た

上 で 、 ボ ー ゴ ラ ガ マ 外 務 大 臣 等 に 、 こ の 審 議 に 出

席 し て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。 そ う す れ ば 、 ス

リ ラ ン カ に 対 す る Ｏ Ｄ Ａ が い か に ス リ ラ ン カ 国 民

に 寄 与 し て い る か 、 効 率 的 に 用 い ら れ て い る か が

日 本 国 民 に も 広 く 理 解 し て い た だ け る と 思 う 」 旨

述 べ た と こ ろ 、 同 大 統 領 よ り 、「 よ い 考 え で あ る 。

そ の よ う に ア レ ン ジ い た だ き た い 」 と の 快 諾 が 得

ら れ た 。  

そ の 後 、 議 員 団 は 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 主 催

の 懇 談 夕 食 会 に 招 か れ た 。  

 

八  ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 主 催 懇 談 夕 食 会  

 

矢 野 団 長 は ま ず 、 我 が 国 と ス リ ラ ン カ の 二 国 間

関 係 に お け る 要 人 往 来 に つ い て 、「 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ

ケ 首 相 と の 会 談 の 際 に 、 同 首 相 よ り 、 安 倍 総 理 の

ス リ ラ ン カ 訪 問 の 招 待 状 を 頂 い た 。こ れ を 受 け て 、

こ の 派 遣 議 員 団 三 名 で 安 倍 総 理 に 会 い 、 今 回 の ス

リ ラ ン カ 訪 問 の 成 果 の 報 告 ・ 説 明 と と も に 、 同 招

待 状 を 同 総 理 に 手 交 す る つ も り で あ る 」旨 述 べ た 。

同 大 統 領 よ り 、「 そ う し た 心 遣 い に 感 謝 し た い 。 日

本 の 総 理 は 長 く ス リ ラ ン カ を 訪 問 し て い な い の で 、

是 非 と も よ ろ し く お 願 い し た い 」 旨 の 発 言 が あ っ

た 。  

 次 に 、 矢 野 団 長 よ り 、 ス リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ

ス に つ い て 、「 ス リ ラ ン カ は 多 く の 文 化 遺 跡 を 有 す
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る と と も に 、 豊 か な 自 然 に も 恵 ま れ て お り 、 観 光

分 野 に お い て 、 発 展 の 高 い 可 能 性 を 有 し て い る と

承 知 し て お り 、 和 平 が 実 現 す れ ば 、 更 な る 観 光 客

の 増 大 が 見 込 ま れ る も の と 思 う 。 ま た 、 ス リ ラ ン

カ は 、 宝 石 の 産 地 と い う こ と も あ り 、 平 和 に な れ

ば 、 特 に 、 多 く の 日 本 人 女 性 観 光 客 が 訪 れ る こ と

に な ろ う 」 と 述 べ た 。 同 大 統 領 は 矢 野 団 長 の 発 言

に 同 意 し つ つ 、 さ ら に 「 我 々 政 府 は 、 マ イ ノ リ テ

ィ で あ る タ ミ ル 人 の こ と を 真 摯 に 考 え て い る 。 し

か し な が ら 、 こ の 中 に 、 テ ロ リ ス ト で あ る Ｌ Ｔ Ｔ

Ｅ は 入 ら な い 。 テ ロ リ ス ト は ス リ ラ ン カ と い う 国

を 分 断 す る こ と を ね ら っ て い る の で あ る 。 こ れ ま

で 、 歴 代 の 政 府 は 、 三 十 年 近 く に わ た り 、 Ｌ Ｔ Ｔ

Ｅ に 対 し て 和 平 提 案 を 提 示 し て き た が 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ

は こ れ を 無 視 し て き た 。 ま た 、 彼 等 は 非 常 に 巧 妙

な プ ロ パ ガ ン ダ を 仕 掛 け て き て お り 、 こ れ に 対 忚

す る の も 大 変 で あ る 。し か し な が ら 、我 々 政 府 は 、

Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ が 支 配 し て い る 地 域 に 対 し 、医 師 、教 師 、

技 術 者 を 派 遣 し 、 そ れ ぞ れ の 仕 事 に 従 事 さ せ て い

る 。 ま た 、 必 要 な 物 資 も 送 り 届 け て い る 」 旨 の 発

言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 ス リ ラ ン カ の タ ミ ル 人 の 十 五

パ ー セ ン ト は Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ で あ る と い う 印 象 が 、 国 際

社 会 で は 一 般 に 持 た れ て い る が 、 自 分 は 、 タ ミ ル

人 の 中 に は Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ の よ う に 暴 力 に よ っ て 物 事 の

解 決 を 図 る の は 間 違 い で あ る と 認 識 し て い る 穏 健

な タ ミ ル 人 勢 力 が 存 在 す る と 理 解 し て い る 。 こ う

し た 勢 力 を 取 り 込 ん で い く こ と が 政 府 に と っ て 必

要 で あ ろ う 」 と 指 摘 し た 。 こ れ に 対 し 、 同 大 統 領

は 、「 矢 野 団 長 の 言 わ れ る と お り で あ る 。 タ ミ ル 人

の 五 十 ％ 以 上 は 南 部 地 域 で 通 常 の 生 活 を し て お り 、

彼 等 は シ ン ハ ラ 、 ム ス リ ム と 仲 良 く や っ て い る 」

旨 の 発 言 が あ っ た 。  

さ ら に 、 矢 野 団 長 よ り 、「 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ 支 配 地 域 内

で Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ に 反 対 す る 勢 力 は 育 っ て い な い の か 」

と の 質 問 を し た と こ ろ 、 同 大 統 領 よ り 、「 反 対 す る

者 は い る だ ろ う が 、 そ う し た 動 き は な い 。 し か し

な が ら 、 Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ 支 配 地 域 か ら 南 部 に 逃 れ て く る

タ ミ ル 人 は 多 く 、 彼 等 は Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ が い か に ひ ど い

こ と を し て い る か 我 々 に 語 っ て い る 」 旨 の 回 答 が
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な さ れ た 。矢 野 団 長 よ り 、「 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お い て 近 々 、

最 終 案 が ま と ま る と 承 知 し て い る が 、 そ の 見 通 し

は い か が か 」 と た だ し た と こ ろ 、 同 大 統 領 よ り 、

「 あ と 一 週 間 以 内 に は 最 終 提 案 を ま と め た い と 思

っ て い る が 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に は 十 三 の 政 党 が 参 加 し て

お り 、 そ も そ も Ａ Ｐ Ｒ Ｃ と は 南 部 政 党 の コ ン セ ン

サ ス を ま と め る こ と が 必 要 で あ る の で 、 参 加 政 党

を で き る だ け 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ ス に と ど め て お く

必 要 が あ る が 、 一 つ の 政 党 が 脱 退 す る と 言 い 出 せ

ば 、 そ う さ せ な い よ う に す る の に 時 間 が か か っ て

い る と い う 状 況 で あ る 。 ま た 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ は こ れ ま

で に 四 十 回 以 上 協 議 を 実 施 し て き て い る が 、 参 加

政 党 の 中 に は 突 然 こ れ ま で 主 張 し て き た 意 見 を 百

八 十 度 変 え る と い う 政 党 も あ り 、 調 整 に は や は り

時 間 が か か る 。 こ れ ま で の 協 議 に よ っ て 、 争 点 は

三 つ か 四 つ に 絞 ら れ て き て い る の で 、 何 と か 早 期

に 合 意 に た ど り 着 き た い と 思 っ て い る 」 と の 希 望

が 述 べ ら れ た 。  

ま た 、 矢 野 団 長 は 、「 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ ケ 首 相 と

の 会 談 の 際 に も 、 同 首 相 よ り 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ ス

に お い て 、 完 全 な 合 意 は 難 し い が 、 多 数 派 の 意 見

を ま と め 、 プ ロ セ ス 内 の 強 硬 派 を 押 さ え た い と の

発 言 が あ っ た 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 統 領 か ら 、

「 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ プ ロ セ ス に つ い て は 、 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ

ケ 首 相 の 言 っ た よ う に 進 め て い く つ も り で あ る 」

旨 の 発 言 が あ っ た 。  

最 後 に 、 矢 野 団 長 よ り 、「 ス リ ラ ン カ に は 政 策

的 に 違 う 様 々 な 政 党 が 存 在 す る の で あ ろ う が 、 い

ず れ に し て も 、 民 族 問 題 の 解 決 に 向 け て 一 致 団 結

し て 頑 張 っ て い た だ き た い 」 旨 の 激 励 を 行 っ た 。

同 大 統 領 は こ の 激 励 に 対 し 、「 も ち ろ ん で あ る 。

我 々 政 府 は 民 族 問 題 を タ ミ ル 人 の 意 見 を 聞 き な が

ら 解 決 し た い と 強 く 望 ん で い る し 、 そ の 努 力 も し

て い る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

 

九  モ ラ ゴ ダ 観 光 大 臣 と の 会 談  

 

 議 員 団 は 二 十 四 日 午 前 、 ミ リ ン ダ ・ モ ラ ゴ ダ 観

光 大 臣 を 訪 問 し た 。  

同 大 臣 は 、 銀 行 の 頭 取 を 務 め る な ど 、 経 済 界 で
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活 躍 し て き た 。 そ の 経 験 を 買 わ れ て 、 政 府 関 係 機

関 の 特 別 ア ド バ イ ザ ー に 就 く と い う 経 験 を 持 つ 経

済 に 強 い 閣 僚 で あ る 。 同 大 臣 は 、 Ｕ Ｎ Ｐ 政 権 下 で

和 平 プ ロ セ ス を 担 当 し て い た 。  

冒 頭 、 矢 野 団 長 よ り 、 郡 司 、 風 間 両 派 遣 議 員 の

紹 介 の 後 、 和 平 プ ロ セ ス に つ い て 「 今 回 久 し ぶ り

に 閣 下 に お 会 い で き て う れ し く 思 っ て い る 。 ス リ

ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス の 進 展 を 願 っ て き た が 、 国

内 政 治 情 勢 の 複 雑 化 が 和 平 プ ロ セ ス を 停 滞 さ せ て

い る よ う に 見 受 け ら れ る の は 残 念 な こ と で あ る 」

旨 述 べ た 。 同 大 臣 よ り 、「 貴 議 員 団 の ス リ ラ ン カ 訪

問 を 心 よ り 歓 迎 申 し 上 げ る 。 御 指 摘 の と お り 和 平

プ ロ セ ス は 停 滞 し て お り 、 そ の 背 景 に は 、 和 平 プ

ロ セ ス が 開 始 さ れ た た め に 国 内 政 治 情 勢 が 複 雑 化

し て き た と い う 事 情 も あ る 。 当 国 の 有 権 者 の 間 で

は 、 以 前 よ り も 強 硬 派 が 台 頭 し 、 民 族 主 義 者 の 反

動 が 生 じ て い る 。 現 在 Ｊ Ｖ Ｐ 及 び Ｊ Ｈ Ｕ （ ジ ャ ー

テ ィ カ ・ ヘ ラ ・ ウ ル マ ヤ（ シ ン ハ ラ 民 族 の 遺 産 党 ））

と い う 二 つ の 民 族 主 義 政 党 が 、 和 平 プ ロ セ ス の 速

度 を 下 げ る べ き で あ る と 主 張 し て い る 。 紛 争 の 政

治 的 解 決 の た め に は 、 常 に 南 部 政 党 間 の コ ン セ ン

サ ス が 必 要 で あ る が 、 そ の よ う な コ ン セ ン サ ス の

形 成 は 非 常 に 難 し い 。 国 際 社 会 、 特 に 西 欧 諸 国 は

南 部 社 会 の 複 雑 さ を 過 小 評 価 す る 傾 向 が あ り 、 紛

争 解 決 が 単 に 南 と 北 と の 話 し 合 い の 問 題 で は な く 、

南 部 政 党 間 の 対 話 を 必 要 と す る と い う 点 を 見 落 と

し が ち で あ る 」 と の 指 摘 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 そ の よ う な 複 雑 な 事 情 の 下 で 、

ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 も 困 難 な 状 況 に 置 か れ て い

る も の と お 察 し す る 次 第 で あ る 」旨 述 べ た と こ ろ 、

同 大 臣 よ り 、「 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 は 、 強 硬 派 と

穏 健 派 の 双 方 か ら の 圧 力 を 受 け て お り 、 何 と か し

て 対 立 す る 意 見 の 間 の 均 衡 点 を 探 さ な け れ ば な ら

な い と い う 困 難 に 面 し て い る 。 均 衡 点 が 見 い だ さ

れ な い 限 り 、 与 党 は 国 会 で 過 半 数 を 失 う こ と に な

る で あ ろ う 」 と の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 今 回 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領

と 夕 食 を 共 に し て 、 和 平 に 向 け た 大 統 領 の 力 強 い

リ ー ダ ー シ ッ プ を 感 じ た 。 同 大 統 領 は 十 二 月 中 旪

に 訪 日 の 予 定 で あ り 、 自 分 よ り 、 訪 日 の 際 に は 是
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非 、 和 平 へ の 具 体 的 な ロ ー ド マ ッ プ を 安 倍 総 理 に

明 確 に 示 し て い た だ き た い 、 こ れ は 日 ・ ス リ ラ ン

カ 友 好 関 係 の 更 な る 強 化 の た め の 絶 好 の タ イ ミ ン

グ で あ る と 申 し 上 げ た 。 現 在 、 大 統 領 率 い る 与 党

側 と 、 野 党 側 と の 対 立 が 強 ま っ て い る よ う で あ る

が 、 閣 下 の こ と が 心 配 に な り 、 会 食 の 際 に 大 統 領

に 聞 い て み た と こ ろ 、 大 統 領 は 、 閣 下 が タ ミ ル 側

と の 対 話 に 熱 心 に 関 与 し て お り 、 大 統 領 に す ば ら

し い サ ポ ー ト を 提 供 し て く れ て い る と 述 べ て い

た 」 旨 伝 え た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 そ の よ う に コ

メ ン ト い た だ け る と は あ り が た い こ と で あ る 。 南

部 の 利 害 対 立 を 均 衡 さ せ る こ と は 困 難 な 課 題 で あ

る が 、 大 統 領 は 、 最 南 部 の 出 身 で あ り 、 他 の 政 治

指 導 者 た ち よ り も 南 部 シ ン ハ ラ 住 民 の 信 頼 を 得 て

い る と い う 強 み を 持 っ て い る 。 も し 、 大 統 領 が 紛

争 の 解 決 方 法 を 見 い だ せ ば 、 必 ず 南 部 の 支 持 を 得

ら れ る で あ ろ う 。 た だ し 、 多 く の 国 民 は 、 国 の 分

裂 に つ な が る よ う な リ ベ ラ ル 過 ぎ る 解 決 法 を 恐 れ

て い る の で 、 大 統 領 の 提 示 す る 解 決 案 で あ れ ば 国

の 分 裂 に は 至 ら な い で あ ろ う と い う 安 心 感 を 国 民

に 与 え な け れ ば な ら な い 。 南 部 の 二 大 政 党 で あ る

Ｓ Ｌ Ｆ Ｐ と Ｕ Ｎ Ｐ の 間 の 与 野 党 関 係 が 良 い 状 態 で

は な い と い う 点 は 認 め ざ る を 得 な い 。 こ の よ う な

状 態 は 歴 史 的 に は 珍 し い こ と で は な く 、 当 国 で は

い つ も 、 時 の 野 党 が 時 の 与 党 の 足 を 引 っ 張 る と い

う 構 図 が 繰 り 返 さ れ て き た 。 一 般 国 民 の 誰 も が 二

大 政 党 間 の 協 力 を 望 ん で お り 、 国 際 社 会 も し ば し

ば 二 大 政 党 間 の 協 力 を 促 し て い る が 、 い ま だ 協 力

関 係 は 実 現 し て い な い 。 結 局 の と こ ろ 、 国 民 世 論

の 分 裂 が 国 会 に 反 映 さ れ て い る の で あ り 、 残 念 な

が ら 和 平 に 近 道 は な い と 言 わ ざ る を 得 な い 。 二 〇

〇 一 年 末 の Ｕ Ｎ Ｐ 政 権 成 立 時 も 、 与 野 党 協 力 は 実

現 し な か っ た 。 当 時 は ま だ 一 般 国 民 が 、 Ｕ Ｎ Ｐ 政

権 の 行 お う と し て い る 政 策 を 受 け 入 れ る 準 備 が で

き て お ら ず 、 Ｕ Ｎ Ｐ は 、 当 時 国 民 が 受 け 入 れ 得 る

範 囲 を 大 分 超 え る 和 平 合 意 を Ｌ Ｔ Ｔ Ｅ と の 間 で 結

ん で し ま っ た 。 こ の こ と が 二 〇 〇 四 年 四 月 の 総 選

挙 に お け る Ｕ Ｎ Ｐ の 敗 北 に つ な が っ た 」 旨 の 発 言

が あ り 、 ま た 同 大 臣 よ り 、「 既 に 述 べ た よ う な 困 難

な 状 況 の 中 で 、 当 国 の 和 平 プ ロ セ ス を 進 展 さ せ る
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た め に 、 日 本 の 支 援 は 極 め て 重 要 で あ り 、 こ れ ま

で に 矢 野 団 長 か ら い た だ い た 数 々 の 支 援 に も 感 謝

し て い る 」 旨 述 べ た 。  

次 に 、 矢 野 団 長 は 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 の 閉 会 中

の 審 議 に つ い て 、「 閣 下 は Ｕ Ｎ Ｐ 政 権 時 代 か ら 、 こ

と の ほ か 平 和 構 築 に 尽 力 さ れ 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た

民 族 和 解 の 推 進 な ど の 企 画 を 実 施 さ れ た こ と が 強

く 印 象 に 残 っ て い る 。 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ に お け る 議 論 に つ

い て は 、 こ の 一 週 間 以 内 に は 合 意 に 至 る と 見 ら れ

る 旨 を ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 及 び ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ

ケ 首 相 か ら 伺 っ た 。 確 か に 和 平 に は 近 道 は な い か

も し れ な い が 、 今 日 ま で の 経 緯 か ら も 、 ま た 大 統

領 の リ ー ダ ー シ ッ プ と 努 力 も あ る の で 、 和 平 の 実

現 を 強 く 願 っ て い る 。 我 々 参 議 院 と し て も 、 ス リ

ラ ン カ 和 平 に 対 す る 国 会 の 関 心 を 高 め て も ら う た

め 、 十 二 月 の 同 大 統 領 訪 日 の 際 、 国 会 閉 会 中 で は

あ る が Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 を 開 会 し 、 ボ ー ゴ ラ ガ マ

外 務 大 臣 と の 意 見 交 換 を 行 っ て は ど う か と 考 え て

い る 。 国 会 の 関 心 を 高 め る こ と が 国 民 の 関 心 を 高

め る こ と に つ な が る の で 、 大 統 領 に も そ の 旨 の 話

を さ せ て い た だ い た 」 旨 を 伝 え た と こ ろ 、 同 大 臣

よ り 、「 日 本 と の 特 別 な 関 係 は ス リ ラ ン カ に と っ て

非 常 に 重 要 で あ る 。 我 々 ス リ ラ ン カ は 国 際 社 会 か

ら の 多 く の 圧 力 に 直 面 し て い る 。 善 意 は 重 要 で は

あ る が 、 善 意 を い か す た め に も 、 国 際 社 会 に は よ

り 正 し く 現 状 を 知 っ て い た だ き た い 」 旨 の 発 言 が

あ っ た 。 矢 野 団 長 よ り 、「 ス リ ラ ン カ に 対 す る 我 が

国 の 国 民 的 関 心 が 高 ま り 、 我 が 国 を 始 め と す る 外

国 の 関 心 が 高 ま る こ と で 、 平 和 構 築 の た め の 体 制

が 強 化 さ れ る よ う に し て い き た い と い う の が 我 々

の 希 望 で あ る 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 矢

野 団 長 に は す で に 平 和 構 築 の た め に 多 く の 支 援 を

い た だ い て い る が 、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い し た

い 」 と の 発 言 が あ っ た 。  

 ま た 、 矢 野 団 長 よ り 二 国 間 関 係 等 に つ い て 、

「 我 々 は ス リ ラ ン カ へ の 日 本 人 観 光 客 誘 致 に 貢 献

し た い と 考 え て い る が 、 街 角 に 兵 士 が 銃 を 持 っ て

立 っ て い る 現 状 で は 、 一 般 の 観 光 客 は 恐 怖 感 を 抱

い て し ま う 。 そ う い う 意 味 で も 、 早 く 和 平 を 実 現

し て い た だ き た い と 強 く 希 望 す る 次 第 で あ る 」 旨
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述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 矢 野 団 長 の 述 べ ら れ

た こ と は 重 要 な 指 摘 で あ り 銘 記 し た い 。 人 々 の 交

流 は 和 平 促 進 の た め に 重 要 で あ る 。 自 分 は 日 本 の

歴 史 に つ い て 限 ら れ た 知 識 し か 持 ち 合 わ せ て い な

い が 、 ス リ ラ ン カ の 和 平 を 実 現 す る た め に は 、 戦

国 時 代 に 例 え る な ら ば 信 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ 、 秀

吉 の 説 得 力 、 そ し て 家 康 の 忍 耐 強 さ の す べ て が 必

要 で あ る 。 日 本 と ス リ ラ ン カ の 歴 史 に は 多 く の 興

味 深 い 共 通 点 が あ り 、 学 ぶ と こ ろ が 多 い 」 旨 述 べ

た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 国 民 の 痛 み を 思 う と 一 時 の 猶

予 も 許 さ れ な い 。 是 非 早 期 に 和 平 を 実 現 し て い た

だ き た い 。 ま た 訪 日 さ れ る 機 会 が あ る の な ら ば 、

是 非 教 え て ほ し い 」 旨 伝 え た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、

「 自 分 は 大 統 領 と 協 議 の 上 、 近 々 訪 日 し た い と 考

え て い る 。 矢 野 団 長 の 御 都 合 の よ い 時 に お 会 い し

た い 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。 矢 野 団 長 よ り 、「 日 本 で

お 会 い で き る こ と を 楽 し み に お 待 ち す る こ と と し

た い 」 旨 述 べ た 。  

同 大 臣 よ り 、「 ス リ ラ ン カ の 和 平 プ ロ セ ス に 対

し て は 、 時 に フ ラ ス ト レ ー シ ョ ン を 感 ず る こ と も

あ る か と 思 わ れ る が 、 是 非 ス リ ラ ン カ へ の 関 心 を

失 わ な い で い た だ き た い 。 ス リ ラ ン カ は 小 国 で あ

り 、 当 国 が 立 ち ゆ く た め に は 他 国 に 関 心 を 持 っ て

も ら う こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 」旨 の 発 言 が あ り 、

矢 野 団 長 よ り 、「 そ の 意 味 で は 、 今 回 郡 司 議 員 及 び

風 間 議 員 が 当 国 を 訪 問 し た こ と は 、 参 議 院 を 挙 げ

て ス リ ラ ン カ の 和 平 を 支 援 す る 用 意 が あ る と い う

こ と を 示 す こ と が で き た と い う 点 で 重 要 な こ と で

あ る 」 旨 述 べ た 。  

郡 司 議 員 よ り 、「 最 近 我 が 国 に お い て イ ン カ 文

化 展 が 開 催 さ れ た 後 、 ペ ル ー を 訪 問 す る 邦 人 観 光

客 が 増 え 、 特 に マ チ ュ ピ チ ュ 遺 跡 が 希 望 訪 問 先 の

ト ッ プ を 占 め る よ う に な っ て い る 。 ス リ ラ ン カ も

来 年 秋 に ス リ ラ ン カ 文 化 遺 産 展 を 実 施 予 定 で あ る

と 聞 い て お り 、 こ れ が 成 功 裏 に 実 施 さ れ れ ば 、 ス

リ ラ ン カ を 訪 問 し た い と 思 う 邦 人 が 大 幅 に 増 え る

で あ ろ う 。閣 下 が 訪 日 し て ビ ジ ッ ト ・ ス リ ラ ン カ ・

キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 す れ ば 大 き な 効 果 が あ り 、 遺

産 展 に 向 け た 準 備 の 好 機 に な る と 思 わ れ る 」 旨 述
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べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 当 国 観 光 業 の 発 展 の た

め 、 Ｊ Ｂ Ｉ Ｃ （ 国 際 協 力 銀 行 ） か ら も 多 大 な 支 援

を 得 て お り 、 訪 日 日 程 の 調 整 に も 協 力 い た だ い て

い る 」 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

矢 野 団 長 よ り 、「 我 々 三 名 で 閣 下 の 訪 日 を お 待

ち し て い る 」 旨 述 べ た と こ ろ 、 同 大 臣 よ り 、「 今 回

貴 議 員 団 が 超 党 派 で ス リ ラ ン カ を 訪 問 さ れ た こ と

は 、 我 々 ス リ ラ ン カ に と っ て 大 変 良 い こ と で あ っ

た 。 な ぜ な ら 、 日 本 の 内 政 上 の 変 化 が 、 日 ・ ス リ

ラ ン カ 関 係 に も 影 響 を 及 ぼ す の で は な い か と 懸 念

す る 人 々 が 当 国 政 府 内 に も 存 在 し て い た か ら で あ

る 。 今 回 の 御 訪 問 を 通 じ て 、 我 々 二 国 間 の 長 い 友

好 の 伝 統 を 再 確 認 す る こ と が で き た 。 今 後 、 ラ ー

ジ ャ パ ク サ 大 統 領 の 訪 日 に 向 け て も 、 二 国 間 関 係

を ま す ま す 発 展 さ せ て い け る よ う 努 め た い 」 旨 の

発 言 が あ り 、 矢 野 団 長 よ り 、「 是 非 ス リ ラ ン カ と の

伝 統 あ る 友 好 関 係 を 維 持 ・ 強 化 し て い き た い 」 旨

述 べ た 。  

 

十  国 立 血 液 銀 行 視 察  

 

 議 員 団 は 、Ｒ ・ ビ ン ド ゥ サ ー ラ 代 表 ら の 案 内 で 、

ス リ ラ ン カ 厚 生 保 健 省 血 液 事 業 部 ( Ｎ Ｂ Ｔ Ｓ ) の 管

轄 の 下 に あ る 血 液 セ ン タ ー 及 び 同 セ ン タ ー の 血 液

供 給 シ ス テ ム の 基 盤 整 備 事 業 を 視 察 し た 。 ス リ ラ

ン カ で は 中 央 政 府 と 州 に 、 血 液 銀 行 と 通 称 さ れ る

機 関 が あ り 、 こ の 血 液 セ ン タ ー も そ の 血 液 銀 行 の

施 設 で あ る 。  

 こ の 施 設 建 設 等 の た め の 借 款 額 は 、 約 十 五 億 円

で あ る 。 こ の 血 液 供 給 シ ス テ ム の 施 設 が で き た こ

と に よ り 、 ス リ ラ ン カ の 保 健 医 療 水 準 は 向 上 し 、

し か も 州 の 血 液 銀 行 へ の 機 材 供 与 、 職 員 へ の 研

修 ・ ト レ ー ニ ン グ 、 事 業 実 施 監 理 の た め の コ ン サ

ル テ ィ ン グ ・ サ ー ビ ス を 行 え る こ と と な っ た 。 ま

た 、 同 施 設 に お け る 訓 練 ・ 教 育 に よ り 、 感 染 症 対

策 に 資 す る こ と も 期 待 さ れ て い る 。  

同 施 設 に お い て 、 同 代 表 か ら 当 該 事 業 の 概 要 、

ス リ ラ ン カ の 保 健 ・ 医 療 の 事 情 、 血 液 供 給 シ ス テ

ム 等 に つ い て 説 明 を 聴 取 し た 。  

最 後 に 、 矢 野 団 長 か ら 、「 皆 様 の 御 説 明 を お 聞
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き し 、 我 が 国 の Ｏ Ｄ Ａ が 貴 国 へ 貢 献 し て い る こ と

が わ か り 、感 銘 を 受 け た 」と の あ い さ つ が あ っ た 。  

 

十 一  コ ロ ン ボ 国 際 空 港 改 善 事 業 の 概 況 説 明 聴 取  

 

 最 後 に コ ロ ン ボ 国 際 空 港 （ 正 式 名 称 は 「 バ ン ダ

ラ ナ イ ケ 国 際 空 港 」） に お い て 、 同 空 港 改 善 事 業 の

概 要 説 明 を 実 施 責 任 者 の Ｓ ・ ラ フ ィ ー ク 氏 か ら 聴

取 し た 。  

同 空 港 改 善 事 業 は 、 一 九 九 九 年 に Ｊ Ｂ Ｉ Ｃ と 契

約 が 結 ば れ て お り 、 百 二 十 三 億 八 千 四 百 万 円 の 円

借 款 事 業 で あ る 。 同 事 業 の 工 事 は 、 二 〇 〇 三 年 か

ら 工 事 に 着 工 し 、 昨 年 八 月 に 竣 工 し た 。 二 〇 〇 六

年 の 輸 送 実 績 で あ る 輸 送 旅 客 数 四 百 八 十 万 人 、 輸

送 貨 物 量 十 七 万 ト ン は 、 こ の 改 善 事 業 に よ り 、 輸

送 旅 客 数 六 百 万 人 （ 二 十 五 パ ー セ ン ト 増 ）、 輸 送 貨

物 量 三 十 二 万 ト ン （ 約 八 十 八 パ ー セ ン ト 増 ） に 増

大 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 

十 二  終 わ り に  

 

 以 上 が 今 回 の 本 議 員 団 の 報 告 で あ る 。 本 議 員 団

は 、 今 回 の 会 談 及 び 視 察 を 通 し て 、 我 が 国 の Ｏ Ｄ

Ａ が 、 ス リ ラ ン カ の 経 済 ・ 社 会 の 発 展 に 寄 与 し て

い る こ と 、 Ｏ Ｄ Ａ 大 綱 の 重 点 課 題 で あ る 「 平 和 構

築 」 の 趣 旨 に 沿 っ た も の で あ る こ と 、 ま た 、 ス リ

ラ ン カ 政 府 及 び 国 民 か ら 感 謝 さ れ て い る こ と を 実

感 で き た 。  

 ま た 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 、 ウ ィ ク ラ マ ナ ヤ

ケ 首 相 及 び 閣 僚 と の 会 談 を 通 し て 、 同 大 統 領 以 下

政 府 首 脳 は 、 打 ち 続 く テ ロ 事 件 や 政 党 間 対 立 等 の

幾 多 の 困 難 に も 屈 せ ず 、 Ａ Ｐ Ｒ Ｃ で 権 限 委 譲 案 を

ま と め つ つ あ る な ど 、 ス リ ラ ン カ 和 平 実 現 の た め

に 最 大 限 の 努 力 を 行 っ て い る こ と も 十 分 理 解 で き

た 。  

の み な ら ず 、 本 議 員 団 は 同 大 統 領 以 下 閣 僚 に 対

し 、 本 院 が ス リ ラ ン カ の 和 平 に 大 い に 関 心 を 持 つ

た め 、 Ｏ Ｄ Ａ 特 別 委 員 会 で の 意 見 交 換 を 行 い た い

希 望 を 述 べ 、 ま た 、 同 大 統 領 に 対 し 訪 日 日 程 に 合

わ せ て 、 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る ロ ー ド マ ッ プ を 示
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す よ う 強 く 主 張 し た と こ ろ で あ る 。  

 最 後 に 、 今 回 の 調 査 に お い て は 限 ら れ た 日 程 の

中 で 、 ラ ー ジ ャ パ ク サ 大 統 領 を 始 め と す る 政 府 の

枢 要 な 職 に あ る 方 々 と 会 談 が 行 わ れ た 。 い ず れ も

終 始 和 や か な 雰 囲 気 の 中 で 、 真 摯 に 、 時 と し て 機

微 に 触 れ る 意 見 交 換 を す る こ と が で き た 。  

 多 忙 な 中 、 快 く 会 談 に 忚 じ て く だ さ っ た 方 々 、

視 察 先 に お い て 懇 切 丁 寧 な 説 明 を し て く だ さ っ た

方 々 、 ま た 、 仲 介 の 労 を お 取 り い た だ い た 在 ス リ

ラ ン カ 日 本 大 使 館 並 び に 経 由 地 に お け る 在 外 公 館

の 方 々 に 改 め て 感 謝 申 し 上 げ る 次 第 で あ る 。  

 


